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仲
間
と
競
争
せ
ず
、
弱
い
人
と
共
に
団
結
し
て
闘
お
う
。 

 

な
く
そ
う
差
別
！
運
転
免
許
証
の
本
籍
地
記 

仲
間
と
競
争
せ
ず
、
弱
い
立
場
の
人
と
共
に
団
結
し
て
闘
お
う
。 

期
間
雇
用
社
員
の
希
望
者
全
員
の
正
社
員
化
を
。 

め
ざ
せ
、
均
等
待
遇
、
な
く
そ
う
差
別
！ 

ユ
ニ
オ
ン
は
労
契
法
裁
判
に
勝
利
す
る
ぞ
！ 

 

X
（
旧
Ｔ
ｗ
ｉ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ
）
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
ま
し
た
！

 
未
来
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
も
見
れ
ま
す
。
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ユ
ニ
オ
ン
長
崎
で
検
索
！

 

  

お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

１
月
１
０
日
（
土
）
長
崎

県
春
闘
共
闘
会
議
の
「
春
闘

討
論
集
会
」
が
開
催
さ
れ
、

支
部
か
ら
山
田
支
部
長
と
佐

田
副
支
部
長
が
参
加
し
ま
し

た
。 

 

集
会
は
建
交
労
の
内
田
幹

事
の
開
会
挨
拶
か
ら
始
ま
り
、

山
岸
春
闘
共
闘
議
長
が
春
闘

共
闘
会
議
を
代
表
し
て
挨
拶

を
行
い
ま
し
た
。 

続
い
て
福
岡
県
労
連
渡
辺

事
務
局
長
が
、
対
話
と
学
び

あ
い
ス
ク
ー
ル
「
無
関
心
を

乗
り
越
え
る
」
と
の
演
題
で

講
演
を
行
い
ま
し
た
。 

参
加
者
が
４
人
１
組
の
グ

ル
ー
プ
と
な
り
、
講
師
か
ら

投
げ
か
け
ら
れ
た
テ
ー
マ
に

つ
い
て
議
論
す
る
「
グ
ル
ー

プ
討
議
」
の
形
式
で
行
わ
れ
、

「
自
己
紹
介
」
か
ら
始
ま
り
、

「
無
関
心
の
人
に
ど
う
や
っ

た
ら
積
極
的
に
組
合
運
動
に

関
わ
っ
て
く
れ
る
か
」
ま
た
、

「
い
い
リ
ー
ダ
ー
と
は
」
な

ど
様
々
な
テ
ー
マ
に
つ
い
て

意
見
を
出
し
合
い
ま
し
た
。

ま
と
め
で
は
色
々
な
職
場
や

組
合
の
話
を
聞
け
て
よ
か
っ

た
と
の
意
見
が
多
く
あ
り
ま

し
た
。 

休
憩
を
挟
み
、
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
「
２
６
春
闘
を
ど
う
た

た
か
う
か
～
職
場
の
現
状
と

取
り
組
み
の
課
題
」
の
特
別

報
告
と
し
て
３
労
組
か
ら
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。 

ラ
ラ
コ
ー
プ
労
組
（
ス
ト

ラ
イ
キ
を
や
っ
て
み
て
） 

２
５
春
闘
で
は
、
組
合
の

要
求
に
対
し
て
、
会
社
側
の

回
答
が
ス
ト
回
避
の
基
準
に

満
た
な
か
っ
た
為
、
３
月
１

９
日
に
ス
ト
ラ
イ
キ
を
決
行

し
た
。
三
人
の
指
名
ス
ト
（
半

日
）
だ
っ
た
が
宣
伝
行
動
に

は
延
べ
４
０
人
の
労
組
の
仲

間
が
参
加
。
ま
た
、
４
月
１

６
日
に
は
第
２
次
時
限
ス
ト

を
行
っ
た
。 

小
人
数
で
も
実
際
に
ス
ト

行
使
し
た
こ
と
で
労
組
員
か

ら
は
驚
き
の
声
が
あ
っ
た
一

方
、
ス
ト
に
無
関
心
の
労
組

員
も
多
く
い
た
。
２
６
春
闘

で
は
労
働
組
合
の
力
で
実
際

に
賃
上
げ
が
実
現
で
き
る
よ

う
に
準
備
し
た
い
。 

民
医
労
（
医
療
・
介
護
現

場
の
現
状
） 

春
闘
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で

は
、
組
合
の
７
割
以
上
が
、

生
活
が
苦
し
い
と
回
答
す
る

な
ど
年
々
生
活
実
感
は
悪
化

し
て
い
る
。 

労
働
実
態
は
「
と
て
も
疲

れ
る
」「
や
や
疲
れ
る
」
合
わ

せ
る
と
９
割
の
回
答
者
が
疲

れ
て
い
る
。
職
場
で
特
に
不

安
を
感
じ
る
こ
と
は
１
位
に

一
時
金
が
少
な
い
と
な
っ
て

い
て
、
こ
の
間
、
低
水
準
と

な
っ
て
い
る
一
時
金
に
対
す

る
要
求
が
多
い
。
２
６
春
闘

に
向
け
て
は
３
月
１
２
日
を

統
一
行
動
日
に
設
定
し
て
全

国
で
ス
ト
ラ
イ
キ
の
配
置
を

検
討
中
。 

自
治
労
連
（
組
織
拡
大
の

と
り
く
み
の
現
状
と
課
題
） 

自
治
労
連
は
長
崎
市
役
所

と
み
な
と
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン

タ
ー
で
働
く
労
働
者
を
組
織

す
る
労
働
組
合
。
組
織
数
は

こ
の
間
減
少
し
て
い
る
。
今

年
は
一
桁
前
半
の
組
合
加
入

し
か
い
な
い
。 

長
崎
市
役
所
で
は
４
月

に
新
入
社
員
が
１
０
０
人
程

採
用
さ
れ
る
が
若
手
の
離
職

率
が
高
く
な
っ
て
い
る
。
特

に
３
０
歳
ま
で
に
辞
め
る
人

が
多
い
。
採
用
間
も
な
い
社

員
に
労
働
条
件
説
明
会
を
５

月
の
昼
休
み
に
開
催
し
て
い

る
が
来
て
く
れ
る
人
が
少
な

い
。
組
織
拡
大
に
つ
い
て
は

未
組
織
の
方
か
ら
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
の
労
働
相
談
で
加
入
し

た
ケ
ー
ス
が
あ
る
。 

 

各
労
組
か
ら
の
報
告
終
了

後
は
質
疑
討
論
を
行
い
、
こ

の
日
の
集
会
は
終
了
し
ま
し

た
。 

 

 

春
闘
共
闘
旗
開
き 

春
闘
討
論
集
会
終
了
後
、

出
島
の
タ
ク
シ
ー
会
館
で
長

崎
県
春
闘
共
会
議
の
旗
開
き

が
開
催
さ
れ
支
部
か
ら
３
名

（
山
田
支
部
長
、
佐
田
副
支

部
長
、
向
井
書
記
長
）
が
参

加
し
ま
し
た
。 

各
労
組
の
紹
介
で
は
向
井

書
記
長
が
マ
イ
ク
を
握
り
、

職
場
の
状
況
や
２
６
春
闘
に

つ
い
て
簡
単
に
報
告
を
行
い

ま
し
た
。 

  

点
呼
不
備
事
案 

長
中
局
で
の
処
分
に
つ
い
て 

支
部
が
１
月
７
日
、
求
め

た
長
中
局
の
軽
四
輪
使
用
停

止
処
分
に
つ
い
て
、
１
月
９

日
に
追
加
情
報
の
説
明
が
行

わ
れ
ま
し
た
。 

集
約
メ
ー
ル
に
掲
載
さ
れ

て
い
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
は 

 

○
弁
明
通
知
受
領
日 

:

１
２
月
２
４
日 

○
行
政
処
分
執
行
通
知
受
領

日:

１
月
２
８
日 

○
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
等
領

置
日:

２
月
４
日 

○
停
止
処
分
数 

:

３
台
、
各
２
０
日 

と
な
っ
て
い
る
。
対
象
車

両
な
ど
の
情
報
は
適
時
お
知

ら
せ
す
る
。 

 

 

全労協・郵政産業労働者 

ユニオン長崎中郵支部 

機関紙「みらい」 

ＮＯ．４６１２ 

`2６年１月１３日（火） 

℡･Fax 095-828-1953 

  文責 支部書記長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

期間雇用パート労働者の皆さん! 困リごとは職場の郵政ユニオンへご相談を。      

1 集-海江田, 2 集-向井, 3 集-山田, 支部・分会の役員へ。        


